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ハイライト表示
本プロジェクトは、ケアとヒューマンサービスのもつ諸相を可能な限り捕捉し、対人援助の機能に即して相互に分担しうるようにチーム間の関係がデザインされている。上記の①から④までの課題を具体化することとするが、大規模な共同研究体制となるので、以下のように対人援助の機能に即したユニットを組織し、そのなかにチームを置く。 第１の「エイブルサポート系（able support）ユニット」は、環境の障害性に関する科学的アセスメントとそれに対応した物理的・人的環境設定の提案、また被援助者および援助者の「出来ること」を創出する教授・援助プログラムとその基礎データを得ることを内容とする。 第２の「オルタナティブ系（alternative choice making）ユニット」は、対人援助が生成する環境の共同性に力点を置き、そこでの人的・社会的資源、あるいは“異化”を前提とした個別の個人における選択肢の拡大を提案し、共生を実現するための対人援助の広がりを展望することを内容とする。 第３の「エンパワメント系(empowerment support)ユニット」は、当事者主体の人間－社会環境デザインについて、当事者およびそれを支援する様々なレベルにおける“ストレングス（力量：援助つき社会的能力）”を底上げする援助方法の検討や、組織形成とその運営に焦点をあてた研究内容とする。 第４の「アドボカシ系（advocacy）系ユニット」は、現代的課題に関して人材育成と社会実験をおこなうことや、対人援助学の先端的課題を見定め、それを記述するメタレベルでの方法自体の研究を内容とし、歴史的視点を含めた対人援助にまつわる新しい倫理性・権利性を社会に提案することを内容とする。 これら四つのユニットは相互に機能連関しあう対人援助の連続的なフェーズをなすものであると同時に、「社会環境の障害性の測定・消去と選択肢の提案」という視点を共有した方法論的連続体でもある。個別チームの課題が絶えずプロジェクト全体の共通課題へと再帰するような仕組みとする。整理すると以下のようである。 エイブルサポート系（able support）ユニット ①バリアフリーチーム ②学習療法（高齢者心理）チーム ③教育臨床チーム オルタナティブ系（alternative choice making)ユニット ④子ども・発達チーム
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⑤家族・支援チーム ⑥障害・自己決定チーム エンパワメント系(empowerment)ユニット ⑦医療福祉チーム ⑧コミュニティチーム アドボカシ系（advocacy）系ユニット ⑨社会臨床チーム ⑩研究法開発チーム 以下はそのチームの研究内容である。 エイブルサポート系（able support）ユニット ① バリアフリーチーム バリアフリー環境を構築するために必要とされる物理的環境に関する基礎的研究の遂行を目的とする。特に床面の傾斜に関する研究と身体の運動感覚に関する研究をおこなう。特に，若年者から高齢者を被験者に用いて，床面の傾斜に関する研究と身体の運動感覚に関する研究をおこなう。我々は日常生活において，傾斜面を移動したり，運動する床面の上で身体を静止させたりすることを求められることがあるが，そのような床面の傾斜知覚と運動知覚の基礎的な物理的パラメターを見出すとともに，その効果の範囲を明らかにする．その際，足の裏や関節などから得られる自己受容覚の情報に加えて，視覚情報の効果も併せて検討する。東山篤規担当 ② 学習療法（高齢者心理）チーム 認知症の高齢者への学習療法による援助と認知機能障害についてのプログラム開発をおこなう。主に3つの視点から研究をおこなう。（1）加齢にともなう認知機能および前頭葉機能の変化について研究をおこなう。とくにこれらをつなぐと考えられる作業記憶の加齢にともなう変化を検討する。（2）さらに、認知症高齢者を対象に学習療法という視点から介入を行い、前頭葉機能の変化、認知機能の変化を全体的な視点から検討する。さらには、そうした変化が生じることで期待される日常生活で見られる行動の変化や生活の質の変化についても検討を加える。（3）そうした変化が生じることを確認した上で、認知症高齢者の前頭葉機能を非侵襲的なイメージングによって直接に評価し、学習療法による変化が脳、とくに前頭前野でどのような活性化をもたらしているかを検討する。吉田甫 他 担当 ③ 教育臨床チーム ホリスティックアプローチによる教育実践手法の開発を行う。 本チームでは、多様なケア領域で活用可能な臨床教育プログラムの開発を行なう。ホリスティック教育の視点を重視し、精神面のみでなく身体・感情面をふくんだ方法論を考案する。さらにマインドフルネスの技法をもとに観想的方法の有効性について研究をする。連携する外部研究機関は、日本ホリスティック教育協会、日本トランスパーソナル心理学・精神医学会、カリフォルニア統合学研究所、トロント大学オンタリオ教育研究所等である。海外の教育臨床プログラムを調査することは本研究の重要な部分をなしている。研究成果は刊行物として発表するが、現場での実践指導も行なってゆく。中川吉晴 担当 オルタナティブ系（alternative choice making)ユニット ④ 子ども・発達チーム 「育ち」と援助の視点から子どもと家族を中心とした育みの諸過程を扱い、虐待や子育て支援や関係の共同化など子どもをめぐる社会的関心に応える研究をおこなう。「育ち」と援助の視点から、子どもと親、大人の関係性に焦点をあてながら、人格発達の諸過程を扱い、虐待や非行、不登校への対応や援助の共同化など子どもをめぐる社会的関心に応える研究を行う。思春期の子どもたちの人格形成をめぐる問題について、学校現場の実態を踏まえながら把握し、チームアプローチの方法を明らかにすることを目的としている。被虐待へのケアや家族援助に関しては、児童相談所や児童養護施設との共同研究を行う。対人関係に難しさのある子どもの発達と教育プログラムの開
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発の研究を継続する一方、ベトナムにおける障害児教育プログラムの開発を通した発達診断法の応用研究を行う。子育て支援研究では、子育て支援に取り組む大人の発達に注目して、ヒアリング調査を行い、親育ちとサークル運営の課題を明らかにする。櫻谷真理子 担当 ⑤ 家族・支援チーム 家族の変容に焦点をあて、親密圏としての家族で発生する家族病理への介入についての公共政策のあり方の検討と援助実践化の研究をおこなう。第１に、多様な形態の家庭内暴力への対応を可能にする治療的司法・修復的司法についての研究、第２に、それと連携した更生的ニーズや要援助的課題に応えるための心理社会的な支援の選択肢（主に教育的プログラム）の開発と実践の研究として具体化する。さらに、第３に、家族関係の多様化および生殖医療の発展に対応したリプロダクティヴ＆セクシュアルヘルスに関する理論構築およびサポートシステムの開発もおこなう。その焦点は、家族関係の多様化に対応しうるParenting Educationプログラムの開発・実践である。特に英国で進められている政策との比較研究も実施し、日本型家族システムに定着させつつポジティブにアシストするための支援として再構成する。第１と第２の課題もネガティブなサンクションとして機能させるのではなく、この第３の視点に係留させた支援とすることで、当事者に受容的なものとなるように工夫することができるという仮説を立てている。斎藤真緒 担当 ⑥ 障害・自己決定チーム ひきこもり、精神障害者、知的障害者、発達障害者を対象とした学生を主体としたジョブコーチおよびジョブ・エクスチェンジ（仕事交換：個人に合わせた“仕事”の創出および交換）による援助の仕組み創出や、地域を巻き込んだ特別支援教育を実践する養護学校教員および学校組織への情報的・人的援助の仕組み、さらには、そうした実践の中で必要とされる障害のある個人（児童・成人）のコミュニケーションインターフェイス（AAC等）に関する実証的研究を行う。これらの実証的研究を行いながら、援助・援護・教授という対人援助の機能的連環を促進するための情報プラットホームの構造と設計を、HSP（ヒューマンサービス・プラットフォーム）を活用しながら対人援助学の枠組みを形成していく。望月昭・武藤崇他 担当 エンパワメント系(empowerment)ユニット ⑦ 医療福祉チーム 医療と福祉の領域における対人援助について、患者・利用者さらには地域レベルでの力量形成について権限強化（エンパワメント）をどのように進めるのかを、マクロ、メゾ、ミクロの３つの水準で探求する。１）マクロ・レベルでは、医療・福祉のエンパワメント促進型社会制度のデザインを研究する。先進諸国において展開している患者・利用者のケア・サービス利用支援、苦情処理制度の整備と同制度の利用支援、資源配分決定への利用者参加、全国レベルでの情報の蓄積と利用者側としての政策参加のあり方などを検討する。苦情処理支援については、同活動を行っているＮＰＯとも連携して、日本における制度デザインを検討する。２）メゾ・レベルとしては、まず非営利・協同組織による利用者参加における利用者の実質的なエンパワメントの実現方策を、利用者参加が形式的には位置づけられている生活協同組合を中心に検討する。同時に、研究、地域福祉情報の集積・活用による住民エンパワメントの展開を、京都市などの住民自治会などと連携して実践的かつ学術的に検討する。３）ミクロ・レベルとしては、妊娠・出産における家族を含めた当事者エンパワメントを促すケアのあり方、男性介護者の実態分析をふまえたエンパワメント・プログラムの開発、という二つの領域において研究をすすめる。これらの課題は、ケアの臨床に関わりつつも、それを提供する組織とも直接関わっており、メゾ・レベルの検討も視野にいれて研究をすすめる。松田亮三 担当 ⑧ コミュニティチーム 地域住民の自発的なボランティア活動を媒介とする人間関係や地域社会の変化を中心にして、ボランティアコーディネーションに関する臨床研究をおこなう。これはボランティアニーズの背景には、社会制度や既存選択肢が捕捉していない潜在化した要援助性があることを示唆する。その事例研究をおこなう。そのなかでも、ボランティアコーディネーションが困難な事例を取り上げ、そこにこそ既存選択肢を超えるニーズがあることを示し、ボランティアが先駆的に感知することを示す。その際、当事者や関係者、地域住民がそうしたニーズに自主的に応えていく過程をエンパワメント過程として把握する。この一連の作業は、「ボランティア臨床研究」として体系化されていくであろう。このボランティア臨床的事例研究をメインにしつつも、学生や院生を参加させるための以下のようなボランティアニーズ把握をおこなう。１）障害児の放課後生活調査、２）男性の介護の実態把握、３）コンビニエンスストアを介した２４時間高齢者生活の展望、４）大学におけるボランティア教育（立命館大学ボランティアセンターでの人材育成に対応している）である。院生や学生を
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主体にしたボランティアコーディネーションの人材育成という視点から、学術フロンティア事業での蓄積を発展させる研究をおこなう。津止正敏 担当 アドボカシ系（advocacy）系ユニット ⑨ 社会臨床チーム 臨床の課題を社会の問題として提案的に再帰させる仕組みを開発する。以下のような実践的研究を計画している。第１は、福祉サービスの第３者評価の仕組み開発と実践支援である（これは京都府の福祉サービス第三者評価ガイドライン策定委員会座長を中村 正が担当しており、その具体化としての評価が実施されるので、行政や福祉施設と学術的に連携しながら取り組むこととなる）。第２は、ひきこもりやニート対策としてのアドボケイト型サービスの開発である（ピアサポートシステムに基づく青少年問題の解決に資するためのユースサービスの開発とユースワーカー養成。これは京都市ユースサービス協会と連携して取り組み、応用人間科学研究科に冠講座を開設し、人材育成に資する予定である）。第３は、司法臨床的問題化の実践である（立命館大学法科大学院附属のリーガルクリニックと応用人間科学研究科附属の心理・教育相談センターによる新しい相談体制の構築をおこない、司法臨床論という新領域の開発により、ＰＴＳＤと補償、修復的司法や治療的司法について研究する）。第４は、対人援助における当事者研究の展開の基礎づくりである（今後のケアのあり方の帰趨は受動的なサービス提供の構造転換にある。その鍵は当事者＝サービスの利用者あるいはサービスの開発者あるいはなんらかの形態での犠牲者にある）。これは「当事者研究にかかわる情報サイト」の構築として取り組み、対人援助学における当事者主体を展望する。第５は、第４までの課題が人材育成をにらんだ対人援助の新領域での実践となるので、これらの取り組みを統括する理論モデルである臨床社会学としての体系化をおこなう。障害者家族、不妊治療、ホームレス対策、一〇代の妊娠、外国人の権利保障など社会臨床的課題が先鋭化する領域をとりあげ、いまだ生成途上にある臨床社会学を完成させる。中村正 担当 ⑩ 研究法開発チーム 対人援助学の研究方法の開発を担うチームである。対人援助学、特にその実践領域では、扱う現象が一回性をもち、また、研究のための条件設定になじみにくい事象が多い。そこで、新しい研究法の開発が必要不可欠である。面接や観察を中心にした質的研究法の充実が望まれているものの、まだその手法は完成の域に達しておらず研究法開発は急務である。また、心理・福祉・教育・看護など複数の学範（ディシプリン）の融合を目指すため、学融の方法論開発も必要となる。これらの課題を遂行するためには、各分野の方法論に単に詳しいだけではダメで、学問史の手法や知識社会学的・科学社会学的検討を加えたメタ的な検討が必要になる。このチームではこうしたメタ的検討を行う。さらに、個別課題として、臨床心理学など対人援助学分野の知識社会学的・科学社会学的検討、対人援助分野の社会的争点の明確化（尊厳死）、質的心理学や文化心理学的個性記述法の開発をおこなう。このチームは狭い意味での研究法ではなく、研究を行う文脈や教育方法や評価方法など広い意味での研究法の整備を担う。佐藤達哉 担当
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